（参考様式１）

　　年　　月　　日　

仙　台　市　長　　　殿


申請者

　環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律施行規則第９条第２項第３号に基づき、下記のとおり説明します。

記

　申請者は（※）、環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律第20条第4項各号に規定する欠格条項には該当していません。


（参考）
環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律第20条第4項
　次の各号のいずれかに該当する者は、認定の申請をすることができない。

　１　第二十条の六第一項の規定により認定を取り消され、その取消しの日から二年を経過しない者

　２　法人その他の団体であって、その役員（法人でない団体にあっては、その代表者）のうちに前号に該当する者があるもの
備考
　１　※の「申請者は」は、「私は」、「当財団は」、「当団体は」、「当社は」等と記載する。

　２　申請者が法人その他の団体にあっては、「氏名」については、法人その他の団体の名称及び代表者の氏名を記載し、「住所」については、主たる事務所の所在地を記載すること。

　３　氏名（法人その他の団体にあっては、その代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人（法人その他の団体にあっては、その代表者）が署名することができる。

　４　用紙の大きさは、日本産業規格A４とすること。
（参考様式２）

	事業の内容
	事業の目的等についてなるべく詳細に記述する。


	　　年度
	参加者数
	　○人

	
	事業の対象者
	　どのような者を対象とした事業か記述する。

　（例えば「１８歳以上」）

	
	事業の場所
	　屋内（○○事務所内）

　屋外（○○公園）

	
	体験の機会について
	体験活動のプログラムの内容
	「体験プログラム等の名称・タイトル」

　体験の内容について詳細に記載する。

	
	
	所要時間
	（記入例）

　○○時間

	
	
	指導者名
	○○○○


	　　年度
	参加者数
	

	
	事業の対象者
	

	
	事業の場所
	

	
	体験の機会について
	体験活動のプログラムの内容
	

	
	
	所要時間
	

	
	
	指導者名
	


（裏面に続く）

	　　年度
	参加者数
	

	
	事業の対象者
	

	
	事業の場所
	

	
	体験の機会について
	体験活動のプログラムの内容
	

	
	
	所要時間
	

	
	
	指導者名
	


（参考様式３）

○○年度事業計画書

	体験の機会について
	体験活動のプログラムの内容
	所要時間
	指導者名
	参加定員数
	参加費用

	
	「体験プログラム等の名称・タイトル」

体験の内容について詳細に記載する。
	○時間
	○○○○
	○○名
	○○円

	
	（記載例）

「○○○○○」

○○・・・・
	○○分
	▲▲▲▲

（○○○○の指導の下にプログラムを実施）
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	年間計画
	別紙のとおり


備考

　１　事業実施者が法人その他の団体の場合にあっては、「氏名」については、法人その他の団体の名称及び代表者の氏名を記載し、「住所」については、主たる事務所の所在地を記載すること。
　２　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

（別紙）

	年　間　計　画

	月　　日
	実　施　事　項

	○月

×月
	○○○○○・・・

×××・・・・


（参考様式４）

○○年度収支予算書
	収　入（※１）
	支　出（※２）

	項　目
	収入額
	項　目
	支出額

	
	
	
	

	合計Ａ
	
	合計Ｂ
	


	Ａ＞Ｂの場合の

剰余金の使途について

（※３）
	


備考

※１　参加費等による収入、助成金等を記載する。また、事業主からの持ち出し金があれば、それについても記載する。
※２　講師謝金、場所代、庶務費等、本事業を実施する為にかかる費用を記載する。

※３　収入が支出を上回った場合の使途について記載する。例えば、「次年度の事業への繰り越し」、「○○購入のために積み立てる」などと記載する。Ａ＝Ｂ及びＡ＜Ｂの場合は、記載不要。
別紙５（参考様式）
安全確保の措置について

	　　区　分
	措　置　の　概　要

	安 全 管 理 体 制　等
	安全管理

責任者
	（職・氏名）

	
	安全管理

体制の概要
	

	
	
	＜緊急時の対応方法＞


	
	過去の事故等の発生の有無
	有り・無し

（有りの場合は事故等の概要，その後の対応,対策等について具体的に記入）

	
	＊計画及び

マニュアル
	（計画）　　あり　 ・　 なし
	（マニュアル） 　あり　 ・　 なし

	参加者及び実施者の安全確保に関する事項（土地又は建物の管理を含む）
	危険箇所の有無
	なし　・　有 （具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	危険箇所の表示
	表示あり　・　表示なし（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	危険箇所の安全対策
	

	
	実施する

体験事業

での安全

配慮事項
	

	
	
	（スタッフへの事前講習）　　　　実施あり　　・　　実施なし

	
	損害保険等の加入状況

	（参加者）


	（事業者）


	
	
	添付資料　

１　施設賠償責任保険（有効期限が分かる書類を添えてください。）

有効期限後も保険に加入するか否かについて記入してください。

２　レクリエーション保険等への加入状況（過去の実績でも可）

体験の機会の場の提供にあたって、その都度レクリエーション保険等に加入するか否かについて記入してください。



	
	施設等の保守管理及びメンテナンスの方法等
	

	
	安全設備、

備品等の

整備内容
	


注　１　体験の機会の場で行う事業（施設等管理を含む）における安全確保対策の状況について、具体的に記載する。

　２　「安全管理体制の概要」は、責任者・スタッフ毎の役割分担や連絡体制、安全会議開催・研修受講状況、消防、医療機関など関係機関との連携状況など具体的に記載する。

　３　安全管理に係る計画・マニュアル等を作成している場合は、写しを１部添付すること。　　　　　
従事者に関する事項
	１
	体験の機会の場で行う事業に従事する者の氏名
	役割

	
	
	

	
	知識及び経験に関する説明（※１）

	
	
	

	
	経験等の有無（※２）
	指導方法（※３）

	
	
	

	２
	体験の機会の場で行う事業に従事する者の氏名
	役割

	
	　
	　

	
	知識及び経験に関する説明（※１）

	
	
	

	
	経験等の有無（※２）
	指導方法（※３）

	
	
	

	３
	体験の機会の場で行う事業に従事する者の氏名
	役割

	
	
	

	
	知識及び経験に関する説明（※１）

	
	
	

	
	経験等の有無（※２）
	指導方法（※３）

	
	
	

	４
	体験の機会の場で行う事業に従事する者の氏名
	役割

	
	
	

	
	知識及び経験に関する説明（※１）

	
	
	

	
	経験等の有無（※２）
	指導方法（※３）

	
	
	


備考

※１　体験の機会の場で行う事業に関係する経験や職歴を記載する。※２の分類の根拠がわかるように記載する。支援事業と無関係の学歴、職歴、経験は記載不要。
※２　施行規則第8条第1号第1項第6号の「認定の申請に係る体験の機会の場で行う事業に3年以上従事した経験を有する者若しくはこれと同等以上の知識及び技能を有する者」に該当するかどうか、以下の分類で記載する。

　　　　◎　施行規則第8条第1項第6号に規定する者の場合

　　　　○　施行規則第8条第1項第6号に規定する「これと同等以上の知識及び技能を有する者」に該当する場合

　　　　×　◎及び◎以外の者の場合

※３　※２が「×」の場合、施行規則第8条第1項第6号の「指導の下に適切に行われるもの」に相当する指導の方法を記載する。

従事者に関する事項（記載例）
	１
	体験の機会の場で行う事業に従事する者の氏名
	役割

	
	　○○　○○
	　全体統括

	
	知識及び経験に関する説明（※１）

	
	　○年

　○年～○年

　○年～○年
	○○大学○○科卒業

○○事業の企画・立案

○○資格の取得

	
	経験等の有無（※２）
	指導方法（※３）

	
	◎
	

	２
	体験の機会の場で行う事業に従事する者の氏名
	役割

	
	　××　××
	　会計、経理

	
	知識及び経験に関する説明（※１）

	
	
	

	
	経験等の有無（※２）
	指導方法（※３）

	
	○
	

	３
	体験の機会の場で行う事業に従事する者の氏名
	役割

	
	　△△　△△
	　○○手引の作成

企業向け指導者のあっせん

	
	知識及び経験に関する説明（※１）

	
	
	

	
	経験等の有無（※２）
	指導方法（※３）

	
	◎
	

	４
	体験の機会の場で行う事業に従事する者の氏名
	役割

	
	　□□　□□
	協働取組の調査研究

	
	知識及び経験に関する説明（※１）

	
	
	

	
	経験等の有無（※２）
	指導方法（※３）

	
	×
	（例えば「番号３の者の指導の下実施する」）


備考

※１　体験の機会の場で行う事業に関係する経験や職歴を記載する。※２の分類の根拠がわかるように記載する。支援事業と無関係の学歴、職歴、経験は記載不要。
※２　施行規則第8条第1号第1項第6号の「認定の申請に係る体験の機会の場で行う事業に3年以上従事した経験を有する者若しくはこれと同等以上の知識及び技能を有する者」に該当するかどうか、以下の分類で記載する。

　　　　◎　施行規則第8条第1項第6号に規定する者の場合

　　　　○　施行規則第8条第1項第6号に規定する「これと同等以上の知識及び技能を有する者」に該当する場合

　　　　×　◎及び◎以外の者の場合

※３　※２が「×」の場合、施行規則第8条第1項第6号の「指導の下に適切に行われるもの」に相当する指導の方法を記載する。

（参考様式７）

　　年　　月　　日　

○○○○（申請者氏名）　　様

　下記のとおり、認定の申請に係る体験の機会の場において環境保全の意欲の増進に関する事業を実施することについて同意します。

	体験の機会の場の名称及び所在地


	

	体験の機会の場で行う事業の内容


	

	体験の機会の場で行う事業の対象となる者の範囲


	

	体験の機会の場で行う事業のために当該体験の機会の場を提供する期間
	年
	月　　　日から　　月　　　日まで

	
	
	

	
	
	

	
	
	



申請者

備考

　１　事業実施者が法人その他の団体の場合にあっては、「氏名」については、法人その他の団体の名称及び代表者の氏名を記載し、「住所」については、主たる事務所の所在地を記載すること。
　２　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

（参考様式８）
年　　　月　　　日
誓　　　　　約　　　　　書

　私（当法人・団体）は，下記の事項について誓約します。
記

１　認定体験の機会の場で行う事業の参加者及び実施者の安全の確保を図るための措置を十分に講じること

２　認定体験の機会の場で行う事業において事故や問題が生じたときは、市長にその概要について速やかに報告すると共に、自ら適切に対処すること

３　仙台市環境保全の意欲の増進に係る体験の機会の場の認定実施要綱第９条の規定による報告もしくは資料の提出、又は調査を求められたときは、これに協力すること

４　宮城県暴力団排除条例を遵守すること
仙台市長　　　　　　　　　殿

住　所
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　印
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印





住所














（参考様式６）





（参考様式６）





氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印





住所









